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筑
紫
野
市
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

0
朝
倉
郡
夜
須
町

う
ま
い
ら

〇
筑
紫
野
市
の
旧
筑
紫
村
地
区
馬
市

し

そ

じ

ま

四
三
島

に

し

お

だ

も

ろ

た

か

ん

づ

か

な

が

お

か

西

小

田

諸

田

俵

塚

永

岡

調
査
地
点
は
左
記
の
通
り
。

1
1
筑
前
1
1

抜
け
て
い
る
。
ま
た
純
然
た
る
農
村
地
帯
で
あ
る
。

地
理
的
位
置

ー
そ
の

筑

紫

野

市

曖

昧

か
み
は
る
だ

上
原
田

九
州
の
西
北
部
か
ら
東
南
部
に
か
け
て
の
広
範
な
地
域
で
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
（
』
疇
汀

起
）
地
帯
の
周
辺
に
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
型
の
区
別
が
崩
壊
し
て
一
型
に
な

り
つ
つ
あ
る
過
程
の
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
の
論
文
は
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
（
直
鰐
齢
幻
芍
応
]
)
が
、
そ
の
南
部
の
筑
後
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
接
す
る
地
、
福
岡
県
筑
紫
野
市
及
び

そ
の
付
近
の
ア
ク
セ
ン
ト
報
告
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
既
に
福
岡
市
で
の
よ
う
に
明
瞭
な
高
低
ア
ク
セ
ン
ト
は
聞
か
れ
な
い
。

筑
紫
平
野
と
筑
後
平
野
の
接
す
る
地
帯
で
、
東
西
両
側
に
は
山
陵
が
迫
り
そ
の
間
の
平
地
を
種
々
の
交
通
機
関
が
通
り

栢

型

化

ア

ク

セ

ン

ト

ヘ

JI I 

順

の
途
ー
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つ

こ

0
小

郡

市

津

古

調
査
地
点
は
筑
前
と
筑
後
の
境
界
線
に
沿
っ
た
村
落
を
選
ん
だ
。

被
調
査
者
は
い
ず
れ
も
六
十
歳
以
上
。
長
期
閻
の
転
出
歴
の
あ
る
人
は
省
く
。

現
在
ま
で
に
こ
の
地
区
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
報
告
し
た
文
献
と
し
て
平
山
輝
男
氏
の
著
書
・
論
文
か
あ
る
。
以
下
同
氏
著
『
九
州
方
―
-
〖
音

調
の
研
究
』

(
5疇
漏
譴
誓
）
か
ら
引
用
す
る
と
、

三
簑
基
郡
（
佐
賀
県
）
は
中
原
・
鳥
栖
・
基
山
な
ど
全
部
一
型
音
調
で
、
更
に
筑
紫
郡
（
術
岡
IR示
）
南
部
3
筑
紫
村
に
食
い
入
る
。

従
っ
て
一
型
音
調
と
特
殊
音
調
と
の
境
界
線
は
こ
こ
か
ら
県
界
（
国
界
）
を
離
れ
て
、
二
日
市
・
御
笠
の
南
、
筑
紫
村
の
北
部
を
通

過
し
、
筑
紫
・
嘉
穂
の
郡
界
に
延
び
て
南
下
し
、
嘉
穂
•
朝
倉
の
郡
界
を
辿
っ
て
東
南
へ
進
む
。
叩
ち
筑
前
の
国
か
ら
一
型
音
調
の

行
な
わ
れ
る
秋
月
・
三
輪
・
夜
須
・
甘
木
・
蛯
城
（
以
上
朝
倉
郡
）
な
ど
を
区
切
る
の
で
あ
る
。

氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
筑
後
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
が
藩
境
を
越
え
て
筑
紫
村
（
筑
前
）
に
ま
で
浸
入
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

在
の
筑
紫
野
市
は
、
佃
筑
紫
村
・
御
笠
村
・
山
家
村
・
山
口
村
・
ニ
日
市
町
か
合
併
し
て
出
来
た
も
の
）

に
、
調
査
を
行
っ
た
。

な
環
境
に
お
か
れ
た
り
す
る
と
、

八
注
、
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
1
1
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
高
低
の
差
が
少
な
く
て
、
型
の
区
別
も
微
妙
で
あ
る
。
し
か
し
話
者
が
静
か
に
落
ち
つ

い
て
も
っ
と
も
自
然
な
状
態
で
す
る
発
話
の
中
で
は
、
体
系
的
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の
区
別
が
あ
ろ
が
、
話
者
が
緊
張
し
た
り
、
不
自
然

「
な
ぜ
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
は
崩
壊
し
一

✓

（
や
す
い
か
」
平
山
師
男
・
人
文
学
報
69
号

調
査
時
期
は
昭
和
50
年
。
す
べ
て
の
被
調
査
者
に
ア
ク
セ
ン
ト
認
識
能
力
が
無
か
っ
た
し
、
中
に
は
全
く
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
保
持
者

お
と
ぐ
ま

乙
隈

1
1
筑
後
1
1

ア
ク
セ
ン
ト
が
動
い
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

此
の
平
山
氏
の
記
述
を
基

（
二
四
六
頁
）

（現
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筑
紫
野
市
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

二
回
目
1
1
助
詞
「
ガ
」
を
つ
け
て
の
発
音

一
回
目
1
1
単
語
だ
け
の
発
音

窓
（
以
上
五
類
）

八
調
査
方
法
＞

調
査
方
法
は
以
下
の
よ
う
に
し
た
。
二
音
節
名
詞
百
二
十
四
語
の
語
彙
表
を
渡
し
て
次
の
順
序
で
発
音
し
て
貰
う
。

青

赤

秋

朝

汗

兄

雨

桶

牡

蠣

影

蜘

蛛

鯉

猿

白

蕎

麦

露

足

袋

鶴

鍋

葱

春

蛭

鮒

前

（
以
上
四
類
）

麻

跡

粟

息

板

糸

栢

臼

瓜

運

帯

恩

害

笠

数

肩

絹

錘

下

駄

粉

独

楽

鞘

柴

汁

外

（
以
上
三
類
）

足

網

家

池

犬

色

腕

馬

膿

裏

襟

鬼

親

貝

鍵

髪

菊

草

櫛

靴

雲

栗

米

坂

（
以
上
二
類
）

石

岩

歌

音

垣

紙

川

北

鞍

旅

知

恵

弦

寺

梨

夏

橋

旗

肱

人

昼

冬

町

胸

村

雪

国
（
以
上
一
類
）

味

飴

蟻

烏

賊

魚

牛

梅

枝

海

老

岡

沖

顔

柿

駕

風

蟹

金

壁

蚊

張

雉

子

傷

客

霧

口

ほ
ぼ
同
数
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

二
拍
名
詞
百
二
十
四
語
を
調
査
の
対
象
と
し
た
。

な
い
の
で
あ
る
。

こ。

し

t

も
、

し
か
し
、

八
調
査
語
彙
＞

ア
ク
セ
ン
ト
の
認
識
が
で
き
な
い
か
ら
と
言
っ
て
発
音
に
際
し
て
も
型
の
区
別
が
現
わ
れ
な
い
と
は
必
ず
し
も
言
え

例
え
ば
福
岡
県
宗
像
郡
の
被
調
査
者
こ
ま
型
の
知
党
が
全
く
）

一
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
型
の
対
立
が
即
如
に
あ
ら
わ
れ
た

-
！
五
類
各
二
十
五
語
（
云
疇
駆
）
、
ま
た
第
二
拍
の
母
音
の
広
い
語
と
狭
い
語
と
が
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J 11 
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ロ
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梅
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●

0

▽
 

0

●

▽

 

柿

・。
0

●

▽

 

櫛

o. 
0

●

▽

 

0

●

▽

 

紙

・。
●

0

▽
 

家

・。
●

0

▽
 

0

●

▽

 

味

・。
●

0

▽
 

牛

o. 
0

●

▽

 

0

●

▽

 

且七
木

菊

o. 
0

●

▽

 

0

●

▽

 

鞘

夏

o. 
0

0

▽
 

回

目

回

目

実
態
を
知
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。

八
調
査
結
果
＞

0

●

▽

 

回
目
1
1
短
文
を
即
興
で
作
っ
て
貰
っ
て
の
発
音

回

目

腕

・。・。・。
回

目

●

0

▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
 

回

目

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

0

●

▽

 

回

目

右
の
様
な
調
査
方
法
は
、
何
回
か
調
査
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
こ
の
地
帯
で
適
切
と
思
わ
れ
る
に
到
っ
た
方
式
で
あ
る
。
こ
の
三
回
目

の
発
音
で
は
被
調
査
者
が
各
語
の
意
味
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
否
か
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
地
区
で
顕
著
に
観
察
で
き
た
こ
と
だ

が
、
三
回
目
の
発
音
で
は
一
回
目
・
ニ
回
目
の
発
音
で
聞
か
れ
な
か
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
相
が
現
わ
れ
る
。

筑
紫
野
市
西
小
田
の
久
原
茂
氏
（
明
治
三
三
年
生
）
の
調
査
結
果
を
次
に
掲
げ
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
こ
の
地
区
の
ア
ク
セ
ン
ト
の

30 



枝靴村北犬鍵草寺雪坂岡足音鞍知恵賊烏客垣裏粟
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右
の
表
は
三
回
目
の
発
音
の
型
が
同
じ
に
な
る
様
に
並
べ
た
。

●
で
高
を
、

0
で
低
を
示
し
た
わ
け
だ
が
、
型
の
区
別
の
明
瞭
な
地
域
と
較
べ
る
と
、
こ
の
地
域
で
の
白
低
関
係
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。

二
拍
名
詞
単
独
で
●

O
型
の
発
音
を
と
る
場
合
は
、
●
GJ
方
が

0
よ
り
少
し
強
く
発
音
さ
れ
る
。

八
分
析
・
検
討
＞

右
の
表
を
見
て
分
る
様
に
、
あ
る
語
に
そ
の
語
固
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
定
ま
っ
て
い
る
と
は
見
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
曖
昧

ア
ク
セ
ン
ト
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
右
の
表
に
分
析
を
加
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
曖
昧
化
の
進
行
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
右
の
表
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

注

蛭

筑
紫
野
市
曖
昧
ァ
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

・。

岩

・。・。
●

0

▽
 

•°• 

襟

●

0

▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
 

鶴
戸芦

膨各
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▽
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▽
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0
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●
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▽
 

ノ
ノ
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昂
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●
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▽
 

秋
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●

0

▽
 

0

0

▽
 

蟻
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●

0

▽
 

麻

・。
●

0

▽
 

●

0

▽
 

蚊
帳
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●

0

▽
 

傷
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●

0

▽
 

●

0

▽
 

雉
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●

0

▽
 

●
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▽
 

●

0

▽
 

●
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▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
 

●
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▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
 

●

0

▽
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B-1表

五 四
~ 

内

類 類 類 類 類 訳

4 4 8 6 4 

゜語 語 吾nロ ぎnロ 声＂ロ． 
5 4 

゜
3 3 ． 

語 語 語 語 語． 
16 17 17 15 18 ． 
1語
語 語 語 語

゜

示
し
て
お
こ
う
。

一
回
目

i
三
回
目
の
分
析
を
行
な
う
と
左
B
表
の
如
く
に
な
る
。

八
第
一
回
目
の
発
音
＞
（
以
下
久
原
氏
の
場
合
）

さ
て
、
以
下
の
分
析
で
比
較
の
対
象
と
な
る
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
を
下
に

る。

A表

五 四
． 内

類 類 類 類 類 訳

゜
2 22 18 18 

゜l l ? l ？ ． 
1 3 24 23 24 
語 語 語 語 語 ▽ 

25 23 3 7 7 ． 
? l l l l 

゜盈22 1 
1 1 

語 語 語 語 ▽ 

●
0
▽
型

1192語

右
で
目
立
つ
現
象
は
、
三
回
目
の
発
音
に
中
高
型
の
語
が
最
も
多
い
こ
と
で
あ

八
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
＞

●
O
型

1183語

・
・
▼
型
11ー
語

●
0
▽
型

1167語

●
●
型

1115語

0
●
▼
型
11
ー
語

・
・
▼
型
111語

一
回
目
の
発
音

。・1127
語

0
●
▽
型

1130語

二
回
目
の
発
音
．

三
回
目
の
発
音

0
0
▽
型

1156語
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す
る
。 B

表
全
体
に
共
通
な
点
は
、

A
表
に
比
較
し
て
一
・
ニ
・
三
類
の
頭
高
型
（
●

0
▽
)
が
増
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

A
表
に
最
も
近

い
も
の
は

B
—

3

表
、
次
い
で
B
1
2

表
で
あ
り
B
ー

1

表
が
最
も
遠
い
。

で
は
、

B
ー

3
表
に
於
い
て
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
部
分

(
A
表
と
の
ず
れ
の
大
き
い
箇
所
）

B-3表

筑紫野市曖昧ァクセント（稲川）

五 四
． 

． 内~ 

類 類 類 類 類 訳

゜
゜
6 16 19 15 ． 

▽ 
I 

I ． 
゜゚゜

1 ．゚ 
▼ 

24 I [ I 21 
I• 

8 
4 I 9I 1I ~ 

八
第
三
回
目
の
発
音
＞

B-2表

I五 四 ． 
. 内． 

類 類 類 類 類 訳
I 

゜2 3 ， 11 5 ． 
▽ 

゜
゜゚ ゜゚

1 ． 
I 

▼ 

I 

0 I 0 
． 

11 

゜゚
． 
I 
▼ 

231I I i 14 I ' j I 14 I I 18 
． 

22 

▽゚ 

八
第
二
回
目
の
発
音
＞

の
語
を
調
べ
て
そ
の
ズ
レ
の
原
因
を
検
討
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., ··~0 朋
力
っ
く

右
で
棒
線
を
引
い
た
語
は
第
二
拍
の
母
音
が
狭
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
了
~
三
類
で
高
起
化
す
る
語
は
そ
の
殆
ど
が
音
韻
環
境
か
ら
説

（第
2
拍
狭
母
音
の
た
め
、
高
拍
を
維
持
で
き
な
く
な
り
、
第
一
拍
に
高
が
移
動
し
た
と
考
え
る
。
こ
れ
は
筑
前
で
も
広
く

粉

こ
れ
ら
四
類
の
語
の
筑
前
中
央
部
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
状
態
は
、

こ
の
数
字
は
袖
岡
市
を
中
心
に
し
て
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
保
持
老
23

一。

名
の
調
査
を
行
っ
た
時
の
も
の
。
な
お
語
文
研
究
⑱
号
拙
稿
参
照

柴
」

2
語
ぱ
筑
郎
に
お
い
て
も
頭
高
型
で
安
定
し
て
い
る
と
は
日
え
な
い
。
以
上
か
ら
全
休
的
に

B
1
3
表
ぱ
暖
昧
化
し
て
い
る
と
は
言

い
な
が
ら
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
か
な
り
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

表
（
単
語
単
独
の
発
音
）
は
や
や
乱
れ
が
大
き
い
。
全
平
型
(
.

.

 ）
が
四
・
止
類
に
多
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。
鋲
前
中
央
部
の
二
拍
名

詞
ア
ク
セ
ン
ト
を
音
阻
諭
的
に
解
釈
す
る
と
、

0
0
7
及
び

0
0
7
▽
型
で
あ
り
名
詞
部
分
が
.

.

 の
型
を
取
る
こ
と
も
な
ん
ら
お
か
し

く
は
な
い
の
だ
が
、
久
原
氏
の
●
●
型
は
、
ま
た
巾
央
部
の
も
の
と
は
異
な
る
と
考
え
る
。

B
1
2
表
に
も
一
語
で
あ
る
が
五
類
に
全
平

型
（
●
O
V
)
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
ぱ
一
型
音
調
の
相
が
少
し
ず
つ
顕
わ
れ
て
来
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
被
調
奇
者
に
見
ら
れ
る
以
上
の
音
調
の
有
り
方
（
あ
る
程
度
、
筑
伯
人
音
調
を
反
映
し
て
い
る
）
が
偶
然
で
あ
る
か
否
か
。
ほ
か

四
類
1
1
鞘

止ヒ
木

粟

息

四
・
五
類
語
で
〇
●
▽
型
を
と
る
語
下
駄

見
う
け
ら
れ
る
塩
象
で
あ
る
。
）

ニ
類
1
1
網

栗l昼l

貝1肱i魚
三戸~
芸

髪I

膿l

襟l

ニ
類
1
1
弦

一
類
1
1
圃

冬l胃l
江し
石

-
．
―
―
•
一
二
類
で
0
0
▽
型
を
と
る
語

傷

国

よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ

（
五
類
に
は
ナ
シ
）

飴

叫

刊

叫

叫

叫

2-21
、
2-21
、
4
-
9
、

．
 

-2
、
,2 

2
 

3
、

0
[
2
 

B
I
'，
2
表
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

0-23
（
誌
詞
疇
麟

「
粉
」
が
中
高
型
化
す
る
の
は
筑
前
と
の
関
係
か
ら
説
明
で
き
る
し
、

こ
ご
‘

f
f
 
「鞘、

B
1
1
 36 



筑
紫
野
市
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

類
1
1
菊

家

馬

草

人

親

腕

ニ
類
1
1
川

一
類
1
1
梅

味

口

顔

と
、
頭
高
（
●

0
▽
)
型
が
多
い
。
右
の
中
高

(
O
●
▽
)
型
の
語
の
中
で
四
・
五
類
に
属
す
る
も
の
は
、
四
類
11粉
、
五
類
11牡
蠣
．

秋
の

3
語
の
み
。
う
ち
「
粉
」
「
牡
蠣
」
の

2
語
は
筑
前
中
央
部
で
も

14-9
、
5
-
1
8
(
9
-
8
)
の
如
く
揺
れ
の
大
き
い
語
で
あ
る
。

と
の

20
語
は
総
て
一
・
ニ
・
三
類
語
。
頭
高
（
●
0
▽
)
型
の
語
が
多
い
の
は
、
中
央
部
で
四
・
五
類
語
が
本
来
頭
高
の
上
に
、

・
三
類
語
（
特
に
前
二
者
）
が
筑
前
で
は
高
起
化
し
や
す
い
こ
と
で
説
明
が
つ
こ
う
。

三
回
目
の
発
音

頭
高
（
●

0
▽
)
型
が
群
を
抜
い
て
多
い
。
〇
●
▽
型
を
と
る
12
語
の
構
成
は
、

0

●

▽

型

1112
語

一

●

〇

▽

型

11111
語

0

●

▼

型

1
1
1
語

二
回
目

0
●

▽

型

1123
語

一

●

〇

▽

型

IIgg
語

ヽ

4
 

6
 

゜
。

類

類

と
な
り
、

類

四

類

五

類

一
・
ニ
・
三
類
語
の
み
で
あ
る
。

0
●
型
を
と
る
12
語
の
内
訳
は
、

一
回
目

0

●

型

1112
語

一

●

O

型

1187
語

一

●

●

型

1123
五
口
1l11ti 

の
被
調
査
者
の
場
合
は
ど
う
か
。

カ
ン
ヅ
カ

八
川
上
ウ
メ
ノ
氏
＞
筑
紫
野
市
候
塚
、
明
治
41
年
生

氏
の
場
合
、

2
回
目
の
発
音
に
最
も
中
高

(oe▽
)
型
の
出
現
が
多
か
っ
た
。
順
に
検
討
し
て
い
く
。

あ
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四
・
五
類
1
1
無
し

類
1
1
馬

草

坂

靴

色

裏

ニ
類
1
1
石

寺

岩

村

胸

一
類
11
顔

霧

岡

傷

枝

-

0

●

▽

型

1
1
1
6

出

と
考
え
ら
れ
頭
高
一
型
化
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
。

1
回
目
の
発
音

吾
1
=

＂ 

と、

,
'
,
＇
 

他

は

●

O

V

型

'

,

 

li
口

一

5
 

●

O

型

1
1
1
1

語
一
●
●
詞
ナ
ー
1
1
2
,1・,1 

＂ 

•9.r 

八
山
崎
晋
二
郎
氏
＞
筑
紫
野
市
原
田
、
明
治
44
年
生

一
・
ニ
・
三
類
語
の
み
で
あ
る
。
ま
た

3
回
目
の
発
音
で

0
0
▽
型
に
発
音
さ
れ

2
同
目
に
●
〇
▽
型
に
発
音
さ
れ
て
い
た
語
は
無

い
。
こ
れ
ら
の
語
は
そ
れ
だ
け
安
定
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
氏
の
場
合
、

一
①
一
・
ニ
・
三
類
語
で
〇
●
▽
↓
●
〇
▽
の
変
化
が
起
き
て
い
る
例
は
多
い
が
、

R
四
・
五
類
語
で
●

0
▽
↓

0
0
▽
の
変
化
が
起
き
て
い
る
例
は
殆
ど
娯
い
。

氏
の
場
合
、

ー

ー

3
回
を
通
し
て
頭
高

(
O
O
▽
)
型
が
多
い
。

2
回
目
の
発
音

9

,

9

9

9

,

 

0

●

型

1
1
3

殆
ど
総
て
の
発
音
が
●

O
型
で
あ
る
。
そ
の
他
の

5
語
、
馬
・
岡
・
板
・
北
・
村
等
が

0
0
型
、
●
●
型
を
と
っ
た
の
も
ほ
と
ん
ど
偶
然

こ
の
中
麻
型
に
は
四
・
五
類
語
は
な
く
一
・
ニ
・
ニ
一
類
語
ば
か
り
で
あ
ろ

こ
こ
に
は
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
が
あ
る
。
た
だ
し
右
以
外
の
直
語
は
頭
高
（
●

0
▽
)
型
で
か
な
り
頭
高
一
型
に
近
づ
い
て
い
る
。

四
・
五
類
11
ナ
シ
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筑
紫
野
市
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

ほ
と
ん
ど
の
語
が
、

は
筑
前
中
央
部
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
如
く
2
語
以
外
は
第
二
拍
狭
母
音
の
た
め
高
起
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
語
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
一
類
語
の
「
魚
」
、
三
類
語
の
「
雲
」

21-2
、
17-6
と
、
頭
高
に
発
音
さ
れ
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
氏
の
三
回
目
の
発
音
は
全
く
筑
前
式
を

と
る
、
と
言
っ
て
も
い
い
位
で
あ
る
。
氏
に
は
、
時
を
違
え
て

3
度
の
ア
ク
セ
ン
ト
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
。
一
度
目
の
調
査
の

時
、
氏
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
認
識
能
力
が
全
く
無
か
っ
た
が
最
後
の

3
度
目
の
調
査
の
と
き
に
は
自
ら
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を

八
山
崎
ミ
ヨ
子
氏
＞

認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

筑
紫
野
市
原
田

一
回
目
●

O
型
、
二
回
目
●
〇
▽
型
、
三
回
目
●
〇
▽
型
に
発
音
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
、

~
 

類
1
1
髪

ニ
類
1
1
司

膿l弦l

襟l旅l

雲

―――― 

一
類

ii柿
魚

叫

司

躙
●
●
―
―
―
―
―
 

町

垣

足
袋

の
6
語
の
み
。
頭
高
（
●

0
▽
)
型
の
う
ち
の
一
・
ニ
・
三
類
語
は

五
類
1
1
桶

鮒

四
類
1
1
肩

息

る
語
は

57 

3
回
目
の
発
音

一ー0
●

▽

型

蛭

橋l

明
治
44
年
生 8

 
語

一

●

●

▼

型

竺

●

〇

▽

型

語

一

〇

●

▼

型

氏
の
発
音
の
う
ち
3
回
目
が
最
も
よ
く
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
対
応
し
て
い
る
。
中
高

(
O
●
▽
)
型

57
語
の
う
ち
四
・
五
類
語
で
あ

55 

五
口
1

＿ーE
口
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次
に
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
地
区
の
被
調
査
者
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

は
ヽ 三

回
目

等
で
極
く
僅
か
で
し
か
な
い
。
か
な
り
一
型
化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
右
の
発
音
で
興
味
深
い
の
は
、

状
態
に
あ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
が
筑
後
地
区
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
少
し
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
筑
後
久
留
米
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
で

二
音
節
名
詞
は
、

71メ
（
飴
．
雨
）
、

iJIワ
（
川
・
皮
）
の
よ
う
に
第
一
音
節
を
や
や
高
く
発
音
し
、
助
詞
を
附
け
て
、
そ
こ
で

区
切
る
発
音
で
は
、
7
1メ
ガ

•
7
1メニ

•
7
1メモ
·
:
Tヮ
ガ
．

j
J
I
ワ
ニ
．

j
J
I
ワ
モ
な
ど
の
よ
う
に
や
や
高
ま
る
山
が
一
音
節
だ
け
次

に
移
る
。
こ
の
時
や
や
高
ま
る
音
節
は
他
の
音
節
よ
り
や
や
強
く
発
音
さ
れ
て
い
る
。
（
剛
叫
芦
疇
噸
』
戸
鱈
羅
音
）

か
、
ま
た
は
平
坂
に
発
音
さ
れ
る
（
譴
鰐
）
の
で
あ
っ
て
、
氏
の
如
く

1
ー

3
回
目
と
も
殆
ど
が
頭
高
型
を
と
る
の
と
は
違
い
が
あ
る
、
た

だ
少
数
で
は
あ
る
が

0
●
▼
型

(
3
語
）
‘
●
●
▼

(
1
語
）
聞
か
れ
る
こ
と
も
注
意
を
ひ
く
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト

が
崩
壊
の
度
を
深
め
最
後
に
一
型
化
し
て
い
く
過
程
の
あ
る
箇
所
の
典
型
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

頭
高
型
と
は
い
え
、
高
低
の
差
が
そ
れ
程
明
瞭
に
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
）

八
山
村
シ
ト
エ
氏
＞

小
郡
市
津
古

氏
の
音
調
を
聴
い
て
い
て
最
も
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
発
音
が
何
か
手
探
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
如
何
に
も
不
安
定
に
居
心
地
悪
く
感
じ

ら
れ
、
各
語
の
と
る
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
そ
の
語
特
有
の
型
と
考
え
る
こ
と
は
ま
ず
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
音
調
を

二
回
目

明
治
三
三
年
生

0
●
▼
型
1
1
牛

国

岡

●

●

▼

型

1
1
紙

0
●
▽
型
1
1
牛

0
●
▽
型
1
1
味

雪

草

色

●
●
▼
型
1
1
人

息

壁

一
回
目
●
●
型
1
1
赤

人

歌

息

壁

米

青

（
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が

一
型
に
近
い
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筑
紫
野
市
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

八
米
倉
信
太
郎
氏
＞
小
郡
市
乙
隈

る。

三
類
11

親

の
如
く
第
2
拍
の
母
音
が
狭
い
も
の
が
多
い
。

ア
ク
セ
ン
ト
の
不
安
定
感
、
全
平
型
が
40
語
と
多
い
こ
と
な
ど
、
氏
の
場
合
ほ
と
ん
ど
も
し
く
は
全
く
一
型
化
が
完
了
し
て
い
る
と
考

え
た
い
が
、
そ
の
場
合
、
右
に
観
察
で
き
た
領
向
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
と
に
か
く
、
筑
前
地
区
の
四
人
と
は
聴
覚
印
象
が
全
く
異
な

池

二
類
11
闊

胸

•
こ
・
三
類
語
で
は

―

―

―

―

 

一
類
11
国

傷

栗l

犬l

叫

刊

飴

/_o●
▽
型

1130語
一
●
〇
▽
型

1137語
一
●
●
▼
型

1140語
一
〇
●
▼
型

1
1
5語

一
回
目
の
発
音
で
頭
高
型
が
非
常
に
多
い
こ
と
は
、
前
の
筑
前
で
一
型
化
の
進
ん
で
い
る
山
崎
ミ
ョ
子
氏
に
よ
く
似
て
い
る
。
二
回
目
の

発
音
に
は
平
板
型
及
び
全
平
型
が
可
成
多
く
聴
か
れ
、
そ
の
数
は
こ
こ
に
掲
げ
た
被
調
査
者
の
中
で
最
も
多
い
。
中
高

(
O
●
▽
)
型
を

と
る
語
は
、
四
類
で
は
「
粟
」
ー
語
、
五
類
で
は

語
、
二
類

1111
語
、
三
類

1
1
8語
）
。
頭
高
（
●

0
▽
)
型
を
と
る
語
は
、
四
類

(15
語
）
、
五
類

(13
語
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

二
回
目

一
回
目

0

●

型

l
l
g
語

明
治
二
四
年
生

「雨、

汗
」

の
2
語
だ
け
で
あ
と
は
一
・
ニ
・
三
類
語
ば
か
り
で
あ
る

（
一
類
1
1
7

0
0
▼
1
1
4語

。
廿

0． 

●

O

型

語

●

●

型

1
1
1
7

吾吉"[

聴
取
し
て
い
っ
て
そ
の
僅
か
な
音
調
の
違
い
を
記
録
し
て
み
た
も
の
に
果
し
て
如
何
な
る
煩
向
が
存
在
す
る
か
。
あ
る
傾
向
が
窺
え
る
と

し
て
も
そ
れ
は
偶
然
か
聴
取
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
、
山
村
氏
の
場
合
は
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
、
筑
前
・
筑
後
境
界
地
帯
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
各
被
調
査
者
に
わ
た
っ
て
概
観
し
て
き
た
。
そ
れ
を
某
に
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
が
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
曖
昧
の
度
を
深
め
遂
に
ぱ
一
型
化
し
て
い
く
か
の
考
察
を
試
み
る
。

名
詞
単
独
の
発
音
、

「
名
詞
＋
助
詞
ガ
」
の
発
音
、
そ
の
名
詞
を
主
語
と
す
る
短
文
、
こ
れ
ら

3
つ
の
発
音
に
聴
か
れ
る
名
詞
部
分
の

ア
ク
セ
ン
ト
、
或
い
は
二
回
、
三
回
目
の
「
名
詞
＋
ガ
」
部
分
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
異
な
り
が
多
か
っ
た
。
全
体
と
し
て

1
回
目
の
発
音
に

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
）

(2} 

「
二
拍
名
詞
」
＋T

（
ほ
か
に
夜
須
町
四
三
島
、
筑
紫
野
市
馬
市
の

る
。
そ
し
て
頭
高
（
●
0
▽
)
型
の
み
を
と
る
語
は
、
弦
・
昼
・
膿
·
髪
・
運
・
害
・
霧
．
惜
・
絹
・
春
•
国
・
兄
の
1
2語
。
類
の
点
か

ら
見
る
と
一
類

1
1
2
語
、
二
顧

1
1
2
語
、
三
類

1
1
2
話
、
四
類
4
語
、
五
類

1
1
2
語
で
あ
っ
て
、
属
す
る
類
に
よ
る
発
音
の
追
い
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
で
は
音
額
環
埒
ぱ
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
第

2
拍
か
撥
音
で
あ
る

11
「
連
」
、
第

2
拍
の
母
音
が
狭
い

11
そ
の
他
の

11
語

全
部
。
そ
の
為
に
第
2
拍
に
来
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
が
第
1
拍
目
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
の
場
合
は
前
者
の
山
村
氏
の
不
安
定

、
、
、
、
、

な
発
平
日
に
比
較
す
る
と
、
む
し
ろ
そ
の
巾
高

(
O
●
▽
)
型
、
頭
高
（
●
0
▽
)
製
の
発
音
は
咀
快
に
響
い
た
。
氏
は
全
く
の
一
刑
音
調

各
語
に
定
ま
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
た
な
い
人
が
例
え
ば
「
2
拍
名
詞
＋
ガ
」
の
発
音
を
す
る
時
は
次
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。

生
理
的
負
担
が
無
い
よ
う
に
、
高
く
始
め
る
よ
り
は
低
く
始
め
、
そ
の
語
に
ま
と
ま
り
を
つ
け
る
た
め
に
真
中
の
拍
を
や
や
高
く

発
音
し
、
最
後
の
拍
は
低
く
（
低
は
音
は
そ
れ
だ
け
声
帯
の
緊
張
が
少
な
く
て
す
む
）
終
る
。
米
倉
氏
の
発
音
は
こ
れ
で
あ
る
。

3
拍
と
も
全
く
平
板
に
何
の
変
化
も
つ
け
ず
に
言
う
。
こ
れ
は
声
帯
の
振
動
数
を
変
化
さ
せ
ず
に
済
む
か
ら
生
理
的
負
担
が
軽

い
。
各
被
調
査
者
に
平
板
型
が
側
か
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

(1) 
の
持
王
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

氏
の
場
合
特
徴
的
に
観
察
で
き
る
の
は
、

「
ガ
」

の
音
調
が
殆
ど
中
高

(
0
●
▽
)

型
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
で
あ
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筑
紫
野
市
曖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
（
稲
川
）

調
査
は
煩
わ
し
い
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
機
械
的
で
、
生
理
的
に
も
心
理
的
に
も
最
も
容
易
な
発
音
を
し
よ
う
と
す
る
無
意
識
の
欲
求
が

働
く
。
そ
の
為
、
画
一
的
な
発
音
の
度
合
が
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に

3
回
目
の
発
音
に
聞
か
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い

（
話
者
自
身
に
作
っ
て
貰
う
、
そ
こ
に
は
話
者
の
創
意
が
働
く
）
と
い
う
発
音
形
式
が

3
つ
の
う
ち
で
最

も
日
常
の
言
語
生
活
に
近
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
話
者
の
自
然
の
感
情
の
発
露
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
其
の
三
回
目
の
発
音
に
実
現
さ
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
筑
前
中
央
部
に
較
べ
る
と
曖
昧
さ
と
頭
高
型

の
増
加
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
漸
次
一
回
目
や
二
回
目
で
と
ら
れ
た
発
音
の
型
に
移
行
し
て
い
く
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
筑
前
地
区
在
住
の
四
氏
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
概
観
し
て
全
体
と
し
て
ど
の
様
な
事
実
が
読
み
と
れ
る
か
。
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
の

•••••••• 
種
類
及
び
型
と
類
の
対
応
を
最
も
よ
く
保
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
久
原
氏
で
あ
る
。

1
回
目
、

2
回
目
で
は
頭
高
型
が
多
い
も
の
の
、

3
回

目
の
発
音
で
は
中
高
型
と
頭
高
型
が
筑
前
音
調
と
か
な
り
対
応
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
次
は
山
崎
喜
三
郎
氏
で
あ
る
。

1
回
目
、

2
回
目

に
は
や
は
り
頭
高
型
が
多
い
。
し
か
し

3
回
目
に
は
中
高
型
を
と
る
語
が
57
語
あ
り
、
大
部
分
が
一
ー
三
類
語
で
あ
る
。

高
型
を
と
る

14
語
は
、
う
ち
12
語
が
第
二
拍
に
狭
母
韻
を
有
す
る
。
次
に
は
川
上
氏
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

i
三
回
目
を
通
し
て

頭
高
型
が
多
い
が
、
中
高
型
（
晶
製
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
12
語、

23
語、

12
語
聞
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
数
と
し
て
い
少
な
い
が
そ
の
大
部
分

が
一

i
三
類
所
属
語
で
あ
る
。
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
現
わ
れ
方
が
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
山
崎
ミ
ョ
子
氏
で
あ
る
。
大
多
数
が
頭
高
型

を
と
る
。
以
上
四
氏
を
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い
順
に
並
べ
て
き
た
が
、
ま
た
そ
れ
は
、
後
者
に
な
る
程
、
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
に
近
い

と
考
え
る
。
四
人
を
順
に
見
る
と
、
段
々
頭
高
型
が
増
加
し
て
い
く
。
同
時
に
、
各
語
本
来
の
ア
ク
セ
ン
ト
（
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
）
か
ら

て
。
こ
れ
は
、
そ
の
「
短
文
」

ま
ず
、

一
型
化
が
最
も
大
き
い
。

2
回
目
、

3
回
目
で
は
後
者
の
方
に
各
語
の
筑
前
式
本
来
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
表
わ
れ
る
率
が
大
き
か
っ
た
。
そ

の
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

一
回
目
、
二
回
目
の
発
音
に
聞
か
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
。
こ
の
地
区
で
は
被
調
査
者
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
知
覚
が
殆
ど
全

く
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
発
音
形
式
が
普
段
の
言
語
生
活
と
は
お
よ
そ
無
縁
で
あ
る
た
め
に
、
ま
た
、
こ
の
種
の

マ
~
三
類
で
頭
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の
ず
れ

(eooe江
謬
蒻

oeeo認
匹
）
も
増
加
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
、

型
化
は
そ
れ
程
観
察
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
大
方
の
語
彙
が
頭
高
型
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
持
つ
意
味
は
薄
れ
て
き

て
、
最
後
は
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
（
久
留
米
式
）
に
移
項
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
区
の
現
在
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
て
い
く
か
ぎ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
崩
壊
過
程
を
以
下
の
如
く
考
え
る
の
が
妥
当
か
。
筑
前
ア
ク

セ
ン
ト
の
基
本
型
が
頭
高
型
で
あ
る
こ
と
、
及
び
筑
前
で
の
高
低
ア
ク
セ
ン
ト
自
体
が
、
京
阪
ア
ク
セ
ン
ト
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
に

比
較
す
る
と
高
低
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
（
そ
れ
だ
け
変
化
を
お
こ
し
や
す
い
）
こ
と
、
の
た
め
、
中
高
型
の
語
の
う
ち
、
最
初
第
2
拍
の

母
音
が
狭
い
も
の
だ
け
に
高
起
化
現
象
が
起
こ
り
、
続
い
て
広
い
母
音
の
語
も
高
起
化
し
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
部
分
の
語
彙
が
頭

高
型
に
な
る
。
こ
の
中
高
型
か
ら
頭
高
型
へ
の
多
数
の
語
の
移
項
に
よ
る
規
範
意
識
の
薄
れ
、
及
び
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
単
純
に
な
る
事

（
全
体
と
し
て
頭
高
型
が
殆
ど
を
占
め
る
）
等
の
結
果
、
「
語
固
有
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
が
存
続
で
き
な
く
な
り
、
従
っ
て
全
体
的
に
ア
ク

セ
ン
ト
が
曖
昧
に
な
る
。
し
か
も
隣
接
地
域
は
久
留
米
式
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
曖
昧
化
に
加
速
度
が
つ
き
、
遂
に
は
こ

こ
の
論
文
は
、
第
20
回
日
本
方
言
研
究
会
で
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
発
表
に
際
し
て
は
、
平
山
輝
男
・
癒
川

宗
賢
の
両
氏
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
ゞ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

の
地
区
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
一
型
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

-
．
―
ー
・
三
類
語
の
高
起
化
の
み
が
目
立
ち
、

四
・
五
類
語
の
中
高
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